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★入選「トンネル　アート」鬼原 浩敏 様（大分県）

第12回土木工事写真コンテスト　入選作品

表紙の写真：第12回土木工事写真コンテスト　優秀作品
『有明のウユニ塩湖』　山口 和貴 様（株式会社不動テトラ/福岡県）
　写真説明　
　現場に来た際、無風で水面が綺麗に反射しており、機械も２台並んでいましたので慌てて写真を撮りに行きました。後ろに見える
雲仙普賢岳も綺麗に映っており、とても感動しました。次は実際にボリビアのウユニ塩湖に行ってみたいです。

　講評　　国内にも「日本のウユニ塩湖」と呼ばれる人気の場所がいくつかあるようですが、何処も基本は波風がなく水面が鏡のよう
であるのが必須です。そこに人物を映しこむのが定番。でもこの作品ではそびえたつ重機が主役になっています。広大さを見せようと
したのでしょうが、もう少し主役の重機を大きくしてもよかったのかな。� （土木写真家　西山芳一）

　写真説明　
「令和４年度交付地改日第２号
道路改良工事」
　トンネル新設工事です。
　貫通し、防水シートを張った
状態ですが、これが、何とも言
えないアートに見えました。
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はじめに

　平素より労働安全衛生行政の推進につきまし
て、格別の御理解、御協力をいただいております
ことに御礼を申し上げます。
　令和６年の建設業の労働災害につきましては、
労働災害による休業４日以上の死傷者数（以下
「死傷者数」）は前年比3.9％減の13,849人と減少し
たものの、死亡者数は232人で前年比4.0％の増加
となりました。また、死亡者数の全産業に占める
割合は31.1％と、依然として産業別では最も多く、
死亡災害を含む労働災害の更なる減少を目指すに
は、建設業界の皆さま、発注者の皆さま、関係機
関の皆さまの労働災害防止への御理解、御協力が
重要です。
　本稿では、令和６年の労働災害発生状況につい
て説明するとともに、夏季を迎えるにあたり、職
場における熱中症対策について、本年６月に施行
された改正労働安全衛生規則の内容を中心にご紹
介します。

１　令和６年の全産業及び建設業にお
ける労働災害の発生状況

（１） 死亡者数
　全産業の死亡者数は、746人で、前年と比較し
て９人（1.2%）の減少となっています。建設業に
おける死亡者数は、232人で、前年と比較して９
人（4.0%）の増加となっています。（表１）
　次に、建設業の死亡者数について、事故の型別
にみていきます。最も多いのは、「墜落・転落」
で、77人で前年より９人減少となりましたが、全
体の33.2％を占めています。次いで、「崩壊・倒
壊」30人（前年より12人増加）、「はさまれ・巻き
込まれ」25人（前年より12人増加）、「激突され」
21人（前年より11人増加）、となっています。建
設業における三大災害（墜落・転落災害、建設機
械・クレーン等災害、崩壊・倒壊災害）につい
て、増減に着目すると、「墜落・転落」は減少し
たものの、建設機械等に関連する「激突され」・
「はさまれ・巻き込まれ」及び「崩壊・倒壊」は
いずれも増加となりました。（表２）

（２） 死傷者数
　全産業の死傷者数は135,718人と、前年と比較
して347人（0.3%）の増加となっています。建設
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表１　死亡災害の発生状況（令和６年）

業種
令和６年 令和５年 対令和５年比較

死亡者数（人） 構成比（％） 死亡者数（人） 構成比（％） 死亡者数（人） 増減率（％）
全産業 746 100.0% 755 100.0% －9� －1.2%
建設業 232 31.1% 223 29.5 9 4.0%
（注）死亡災害報告により作成したもの。
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業では13,849人と、前年と比較して565人（3.9％）
の減少となっています。（表３）
　次に、建設業の死傷者数について、事故の型別
にみていきます。最も多いのは、「墜落・転落」
で、4,351人と前年より203人減少となったものの、
依然として、全体の31.4％を占めています。次い
で、「転倒」が1,658人（前年より60人増加）、「は
さまれ・巻き込まれ」が1,563人（前年より141人

減少）、「切れ・こすれ」が1,201人（前年より33
人減少）となっています。（表４）
　このように、建設業では、死亡災害・死傷災害
とも墜落・転落災害は減少しているものの、依然
として最も多く発生しています。厚生労働省で
は、引き続き、足場の設置や点検、墜落制止用器
具の使用について、法令遵守の徹底やガイドライ
ンに基づく指導を確実に行ってまいります。

行 政 topics

表３　休業４日以上の死傷災害の発生状況（令和６年）

業種 令和６年 令和５年 対令和５年比較
死傷者数（人） 構成比（％） 死傷者数（人） 構成比（％） 死傷者数（人） 増減率（％）

全産業 135,718 100.0% 135,371� 100.0% 347 0.3%
建設業 13,849� 10.2% 14,414 10.6% －565 －3.9%
（注）労働者死傷病報告より作成したもの。

表４　事故の型別休業４日以上の労働災害発生状況（令和５年及び令和６年）

事故の型 全産業
（令和５年）

全産業
（令和４年）

全産業
（増減）

建設業
（令和５年）

建設業
（令和４年）

建設業
（増減）

墜落・転落 20,699� 20,758� －59 4,351 4,554 －203
転倒 36,378� 36,058� 320 1,658 1,598 60
はさまれ・巻き込まれ 13,550 13,928� －378 1,563 1,704 －141
切れ・こすれ 7,420� 7,598 －178� 1,201 1,234 －33
飛来・落下 5,889 5,859� 30 1,139 1,234 －95
動作の反動・無理な動作 22,218 22,053� 165 951 988 －37
激突され 5,859 5,808� 51 792 781 11
激突 6,947 6,925� 22 657 643 14
交通事故（道路） 6,973 6,957� 16 454 526 －72
崩壊・倒壊 1,909 1,995� －86 403 431 －28
高温・低温物との接触 3,933 3,628� 305 300 307 －7
（注）労働者死傷病報告より作成したもの。

※　死亡者数及び死傷者数は、いずれも新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除いたものである。

表２　事故の型別死亡災害発生状況（令和５年及び令和６年）

事故の型 全産業
（令和６年）

全産業
（令和５年）

全産業
（増減）

建設業
（令和６年）

建設業
（令和５年）

建設業
（増減）

墜落・転落 188� 204 －16 77 86 －9
崩壊・倒壊 49� 38 11 30 18 12
はさまれ・巻き込まれ 110 108 2 25 13 12
激突され 61� 47 14 21 10 11
交通事故（道路） 123 148 －25 18 25 －7
飛来・落下 44 43 1� 11 21 －10
高温・低温物との接触 36� 35 1 11 12 －1
（注）死亡災害報告により作成したもの。
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２　職場における熱中症対策の強化に
ついて

（１）熱中症による労働災害の発生状況
　令和６年の全産業の熱中症による死亡者数は31
人であり、令和４年、５年と引き続き、３年連続
で30人以上となっております。また、休業４日以
上の死傷者数は、令和６年では1,257人となって
おります。また、夏季（６月から８月）の気温偏
差については年々微増傾向にあり、熱中症のリス
クは年々高まっていると言えます（図１）。
　また、業種別の熱中症による死亡災害・休業４
日以上の死傷災害の発生状況を見ると、過去５年
間（2020年～ 2024年）で捉えると、建設業は死
亡災害・死傷災害ともに最も多くなっています
（図２）。

（２）熱中症対策の強化（労働安全衛生規則の改正）
　このような中、厚生労働省では、熱中症による
災害発生状況や、災害分析、有識者ヒアリング、
関係団体の意見を踏まえ、今後の熱中症対策とし
て熱中症のおそれがある労働者を早期に見つけ、
その状況に応じ、迅速かつ適切に対処することに
より、熱中症の重篤化を防止するため、事業者に
対し、
　①　熱中症のおそれがある作業を行う際に、
　　・「熱中症の自覚症状がある作業者」
　　・�「熱中症のおそれがある作業者を見つけた

者」がその旨を報告するための体制（連絡
先や担当者）を事業場ごとにあらかじめ定
め、関係作業者に対して周知すること

　②　�熱中症を生ずるおそれのある作業を行う際
に、

　　・作業からの離脱
　　・身体の冷却
　　・�必要に応じて医師の診察又は処置を受けさ

せること
　　・�事業場における緊急連絡網、緊急搬送先の

連絡先及び所在地等
　　�など、熱中症の症状の悪化を防止するために
必要な措置に関する内容や実施手順を事業場
ごとにあらかじめ定め、関係作業者に対して
周知すること

を義務付ける改正労働安全衛生規則を、令和７年
４月15日に公布し、６月１日に施行されました。

　※�　「熱中症のおそれがある作業」とは、WBGT（湿球
黒球温度）28度又は気温31度以上の作業において行
われる作業で、継続して１時間以上又は１日当たり４
時間を超えて行われることが見込まれる作業です。

　特に、熱中症の症状の悪化を防止するために必
要な実施手順については、事業場ごとに業務実態
に合わせてあらかじめ定めていただくことが必要
となります。実施手順のフローや報告先に関する
掲示について、厚生労働省ホームページ（https://
neccyusho.mhlw.go.jp/pdf/2025/r7_neccyusho_
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strengthening_pamphlet.pdf）に情報を掲載して
いますので、参考としていただきたいと考えてい
ます。

（３）「STOP!熱中症　クールワークキャンペーン」
　厚生労働省では、労働災害防止団体や関係省庁
と連携し、毎年５月から９月まで、「STOP ！熱
中症　クールワークキャンペーン」を実施してい
ます。
　本キャンペーンでは、まず暑さ指数（WBGT）
を把握し、それに応じて対策を講じることを求め
ています。WBGTを把握していない職場では、
ぜひ実施してください。なお、実測したWBGT
は、作業ごとの身体作業強度や衣類、暑熱順化の
状況によって評価する必要があります。
　特に、キャンペーンの重点取組期間（７月）中
に、事業者において実施していただきたい事項は
次のとおりです。
①作業環境管理
　WBGTの低減対策について、効果を再確認し、
必要に応じ追加対策を行う。
②作業管理
　労働者の暑熱順化ができていないことから、プ
ログラムに沿ってそれを行うとともに、WBGT
に応じた作業の中断等を徹底する。また、水分及
び塩分の積極的な摂取や熱中症予防管理者等によ
る確認の徹底を図る。
③健康管理
　当日の朝食の未摂取、睡眠不足、体調不良、前
日の多量の飲酒、暑熱順化の不足等について、作
業開始前に確認、巡視の頻度を増やす。
④労働衛生教育
　期間中は熱中症のリスクが高まっていることを
含め、重点的な教育を行う。
⑤異常時の措置
　体調不良の者を休憩させる場合は、状態の把握
が容易に行えるように配慮し、事前に周知されて
いる担当者に連絡を行い、あらかじめ定められた
措置の実施手順に従い対処すること。

おわりに

　建設業における労働災害は、長期的には減少し
ているものの、令和６年の死亡災害は増加となり
ました。また、依然として全産業の死亡災害の約
３割が建設業によるものであり、労働災害の撲滅
に向けてより一層実効ある取組を推進することが
重要です。
　また、熱中症のリスクが年々高まって来ている
中、職場における熱中症対策に関し、今回の労働
安全衛生規則の改正内容の徹底をはじめとして、
確実に対策に取り組んでいただく必要があります。

　今年も７月１日から、全国安全週間が「多様な
仲間と�築く安全�未来の職場」のスローガンの下
に実施されています。労働災害を少しでも減ら
し、労働者一人一人が安全に働くことができる職
場環境を築くためには、引き続き労使一丸となっ
た取組が求められます。
　建設業の関係者の皆様におかれましても、各事
業場、現場で一人の被災者も出さないとの決意の
もと、日々の仕事が安全で健康的なものとなるよ
う、なお一層のご尽力をお願い申し上げます。

行 政 topics
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1. はじめに
　鋼橋上部工事では、橋桁を工場で製作し現場で
架設する。このうち工場製作データを作成する原寸
業務は品質・精度を決定づける重要な過程である。
　詳細設計、工場製作には「自動設計システム」、
「生産情報システム（自動原寸システム）」が普及
しているが、これまでは設計データをそのまま製
作に利用することができなかった。
　建設コンサルタンツ協会と日本橋梁建設協会
は、ソフトウェア会社のJIPテクノサイエンス㈱、
㈱横河技術情報、㈱プロモテックとともに、生産
性向上を目的としてデータ連携の仕様策定とシス
テム開発を進めてきた。令和５年４月には国土交
通省立会いのもと「橋梁技術のデータ連携実装に
向けた共同宣言」の署名を行い、取組みを加速さ

せている（図－１）。本稿では、その概要および試
行工事の結果について報告する。

2. 鋼橋データ連携の概要
　鋼橋データ連携とは、自動設計システムと生産

鋼橋データ連携の概要と試行結果
について

日本橋梁建設土木施工管理技士会
株式会社 横河ブリッジ

設計本部 デジタルエンジニアリング部
　牧野　智子

図－１　共同宣言の様子

図－２　鋼橋データ連携イメージ
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情報システム（自動原寸システム）を共通のデー
タフォーマット「設計情報属性ファイル」を介し
て連携させるものである（図－２）。
　現状は図面を見ながら手入力で生産情報システ
ムのデータを作成しているが、この仕組みにより
設計情報属性ファイルからワンクリックで自動入
力が可能となり、省人化や入力ミスの低減による
品質向上を図ることができる（図－３）。また、3
次元モデルが早い段階で作成可能となるため構造
の把握や干渉チェックに有効である。
　設計情報属性ファイルはXML形式となってお
り、各社が保有する互換性のない設計・生産情報
システム間の受渡しも可能となっている。主構造
鈑桁編において連携可能な項目は図－４のとおり
である。このほかに主構造箱桁編と、数量編とし
て設計・原寸以外でのデータ活用を目指し、材料、

塗装、溶接、輸送等の情報も定義されている。

3. 試行工事の結果と課題
　当社では中国地方整備局発注の入江高架橋上部
工事（図－５）において、詳細設計業務を担当し
た（株）綜合技術コンサルタントの協力を得てデー
タ連携の試行を実施し、効果を検証した。工事概
要は以下のとおりである。

　工事名：令和５年度笠岡バイパス
　　　　　入江高架橋第２鋼上部工事
　発注者：中国地方整備局岡山国道事務所
　形　式：鋼３径間連続合成少数鈑桁
　橋　長：137m
　工　期：令和６年２月９日～令和７年５月31日

図－４　鈑桁連携可能項目 図－５　入江高架橋の統合モデル

図－３　作業省力化のイメージ
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　当社では生産情報システムとして（株）横河技
術情報と共同開発したCastarJupiterを使用して
おり、データ連携による原寸フローは図－６のよ
うになる。従来原寸では図面をもとに手入力で作
成していたバッチデータがデータ連携原寸では自
動で出力されるところが大きな違いである。
　試行の結果、骨組み、主桁のバッチデータ入力
作業時間が削減された。しかし、横桁は詳細設計
時から構造の変更があり、連携データを使用でき
ず横桁の入力時間は変わらなかった。
　チェック作業では、担当者自身が作成したデー
タではないため従来原寸よりも解読に時間がか
かってしまった。例えば、グルーピングできるデー
タが断面数分出力されていること、登録名からど
この部分のデータなのか推測しにくい（手入力時

は格点名との関連付けによりわかりやすくしてい
る）ことなどである。
　設計情報属性ファイルによる連携対象外の項
目、溶接情報、開先情報は従来原寸と同様の処理
となり時間は削減できなかった。また、バッチデー
タに対応していない構造も従来原寸同様の会話形
式による部材データ作成となるため削減困難で
あった。

図－７　３次元モデルの比較

　従来原寸モデルとデータ連携原寸モデルの比較
（図－７）から設計情報属性ファイルが未対応の部
材を確認することができる。今回の試行工事では
従来原寸に対し入力から３次元モデル完成までの
工数が１割程度の削減にとどまった（図－８）。
　この結果から、次のような課題があげられる。
①�設計情報属性ファイル対応項目の拡大
　�比較的採用例が多いブラケットや縦桁、入力作
業に時間がかかる付属物の桁付金具、足場用吊
金具、スタッド配置などを対応させる。

②構造の標準化
　�構造の簡素化や種類の削減によりバッチデータ

図－６　データ連携による原寸フロー
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処理化と設計情報属性ファイルによる連携を可
能とし、追加・変更の入力作業をなくすため標
準化を促進する。

③設計情報属性ファイルの更新・チェック
　�設計情報属性ファイルの出力後に詳細設計の変
更が生じた場合は、自動設計システムの再実行
を行い、変更内容を設計情報属性ファイルに反
映させることを基本とする。また、現状は設計
情報属性ファイルのチェックが困難なため、シ
ステムにチェック機能を追加する。
④原寸バッチデータへの変換精度向上
　�設計情報属性ファイルの内容がバッチデータに
漏れなく変換されるようシステムを改良し、原
寸のチェック時間を削減する。
　以上を解決することにより、将来は手入力や
チェックなどのモデル作成時間の半減（図－８）
と入力ミス回避による品質向上を期待している。

図－８　原寸工数比較

4. データ連携実装に向けた
今後のスケジュール

　国土交通省より令和６年9月に事務連絡が発出
され、詳細設計データが提供される鈑桁工事では
データ連携の試行実施が可能となっている。箱桁
についても令和７年度のシステム開発が予定され
ており、対応形式拡大への期待が高まっている（図
－９）。国土交通省、建設コンサルタンツ協会、日
本橋梁建設協会によるプロジェクトチームでは現
状の２次元図面から、３次元データによる発注へ
の転換も視野に議論が行われている。

図－９　今後のスケジュール

5. おわりに
　「鋼橋のデータ連携に向けた共同開発」は国土交
通省の令和６年度インフラDX大賞優秀賞にも選
ばれた（図－10）。

図－10　インフラDX大賞受賞式の様子

　人材確保が難しく、働き方改革が進められる中、
鋼橋データ連携には解決すべき課題も多いが、品質
向上や省人化の効果は非常に大きいと考えられる。
　設計・原寸間の連携拡大とともに、製作、施工
段階でのさらなるデータ活用も進めていきたい。

参考文献
１）日本橋梁建設協会ホームページ
　　「設計情報属性ファイル交換標準（案）」
２）�国土交通省「第13回BIMCIM推進委員会資料」
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技士会
連合会 N E W S

　土木施工管理技士会の皆さま方には、平素より
国土交通行政の推進にあたり、まさに現場でご尽
力賜っておりますことを心より御礼申し上げます。
　技士会連合会より、技術論文の審査依頼があ
り、委員および幹事の皆さまとともに審査いたし
ました。応募論文ですが、今回は技術論文が45
編、技術報告が61編受理されました。その中で、
本日表彰されました技術論文及び報告は、いずれ
も施工管理技士の方々の、日頃の現場での工程管
理や品質管理などに関する研鑽の成果が高く評価
されたものです。
　最優秀論文賞につきましては、今回、領域の異
なる２編の論文が特に優れており、甲乙つけがた
いことから、この２編を最優秀論文賞に選定いた
しました。
　１編目は、清永　友和さんらによる「国内最大
級のアーチカルバート設置工事」です。大規模な
アーチカルバートについて、組み立てや吊上げ転
倒防止等の工夫により、安全を確保しながら効率
よく施工した事例です。品質確保・安全確保のた
めの創意工夫が卓越しており、その工夫と改善策
に独創性があることが評価されました。
　２編目は、橋爪　忠雄さんらによる「鋼製横梁
現場溶接への多関節溶接ロボット適用」です。多
関節溶接ロボットを現場溶接に導入することで、
省人化や品質向上を確実なものとし、生産性向上
を達成しています。電源の確保や門型クレーンな
しでの移動方法など、工夫や改善点・適用効果に
ついてわかりやすく示していることも評価されま
した。
　優秀論文に選定されました３編のうち、西田　
正人さんらによる「鋼橋出来形管理省力化システ
ムの開発と有効性の検証」は、鋼橋の出来型管理
をデジタル化・システム化することにより、作業
時間を大幅に短縮するなど生産性を向上させたこ

とが評価されました。
　勝下　晃太郎さんによる「補強土壁のCIM活
用、TLS測量による３次元品質管理」は、CIMと
地上型レーザースキャナー測量成果をもとに３次
元で出来形管理を実施し、視覚的に分かりやすく
表現するなど創意工夫していることが評価されま
した。
　森谷　光希さんらによる「配筋検査ツール
「Modely」活用による生産性の向上について」は、
配筋検査ツールを活用して省人化・所要時間削減
を実現した上で、定量指標を用いるなど、その効
果を丁寧に評価していることが評価されました。
　インフラDX賞は、早川　剛史さんらによる
「RPAとAI技術を活用した資材管理のオートメー
ション化への取組」を選定させていただきまし
た。資材管理のオートメーション化を自社で開発
したシステムにより実現しており、現場の技術者
が課題と感じたことを自らの手で解決に導いてい
ることも評価されました。
　特別論文賞は、江藤　登美宣さんによる「建設
ディレクター制度を取り入れ生産性向上」を選定
させていただきました。建設ディレクター制度に
ついて具体的に導入の過程を述べるとともに、実
施に当たっての留意点に触れており、他の参考と
なることが評価されました。
　なお、今回、入賞を惜しくも逃された論文・報
告の中にも、他の現場で参考になる点が数多くあ
ると考えております。技士会連合会ではすべてを
掲載した論文報告集を作るとともに、ホームペー
ジで公開すると聞いておりますので、今後もこれ
らを活用して、各現場において技術力の向上に努
めて頂ければ幸いです。
　結びに、施工管理技士の皆さま方が、引き続き
現場において研鑽に励まれ、ご活躍することを祈
念し講評とさせて頂きます。

第29回土木施工管理技術論文審査　講評
国土交通省　技監　廣瀬　昌由
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技士会
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技術論文 最優秀賞
題　名 執筆者名 会社名 所属技士会名

国内最大級のアーチカルバート設置工事 清永　友和
真海　一昭 松尾建設株式会社 佐賀県

土木施工管理技士会
鋼製横梁現場溶接への多関節溶接ロボット
適用

橋爪　忠雄
青木　寛信 佐藤鉄工株式会社 日本橋梁建設

土木施工管理技士会

　令和３年度に高知県庁に入庁し、今年で採用５年
目を迎えました。と書くと若手土木技術者のように
見えますが、高知県庁に入庁する前は、日本下水道
事業団という下水処理場やポンプ場の設計・施工の
監督管理を行う組織に所属し、全国を転勤しながら
22年働いておりました。高知県庁には地元にUター
ンし、転職した次第です。
　トータルでは土木技術者歴27年ですが、その中で
印象的だった業務をご紹介いたします。
　一つは日本下水道事業団の際に携わらせていただき
ました平成28年熊本地震で被災した益城町浄化セン
ターの災害復旧事業です。土木施設の被害としては、
主に基礎杭の損傷と躰体のエキスパンションジョイント
の破断でした。杭については非破壊探査システム（オー
リス調査）で被災した杭を判定し、近接した箇所に地
盤改良でセメント柱を築造することにより復旧し、エキ
スパンジョイントについては後付けの耐震性能を有す
るものを設置しました。当時、関係者の知恵や経験を
振り絞りながら、調査方法や対策方法を決定するのに
多大な苦労があったことが懐かしく思い出されます。
　もうひとつは、高知県庁に入庁し携わった県道の道

路改良事業です。それまで下水道事
業しか携わっていなかったため、初
めての道路事業にいろいろ衝撃を受
けた記憶があります。私の担当が山
間部の１車線道路を拡幅する事業が
多く、山の上から60m以上の高さを何
年もかけて何段もの切り土を行い、L=160mの区間を道
路幅員W=3mからW=10mに拡幅する現場がありまし
た。土木技術者ながら道路というものをあまり気にし
たことがなく、道路を１車線から２車線にするのにこん
なに時間と費用がかかっていたのかと驚きました。
　最後になりますが、土木技術者として30年近く過
ごしてきて、職場環境も大きく変わってきました。
当初は女性技術者も少なく、女子トイレが男性と共
用というような職場や現場事務所もありましたが近
年は男女別は当たり前で、現場でも快適トイレが設
置されています。また、ICTの活用や週休二日の導入
など働き手が減少していく中で効率的かつ魅力的な
職場・現場作りが進められています。私は土木事業
をとても面白いと思っておりますので、ますます魅
力的になったこの世界を後輩に伝えていきたいです。

土木は面白い
ハートフル通信

（一社）全日本建設技術協会　　　 　　
高知県 土木部 公園上下水道課　森田 美也
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技士会
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　令和７年５月30日に（一社）全国土木施工管理技士会連合会の定時総会が開催され「令和６年度事業
報告及び収支決算」は承認されました。詳細については当会ホームページに公開しておりますのでご覧
下さい。本誌では表彰者をご紹介します。https://www.ejcm.or.jp/information/

一、 正会員
　　（表彰規程第2条－基準1のイ～ホ）
（一社）静岡県土木施工管理技士会
（一社）鳥取県土木施工管理技士会

一、 連合会の役員、委員又は職員
　　（表彰規程第3条－基準2の（1）のロ）
関根　いずみ  （一社）全国土木施工管理技士会連合会

CPDS企画運営室長

一、 土木施工管理技士会の会長
　　（表彰規程第3条－基準2の（2）のイ）
長谷川辰巳� 神奈川県土木施工管理技士会
鈴木　秀城� 新潟県土木施工管理技士会
吉村　良一� 京都府土木施工管理技士会
奥野　博明� 大阪府土木施工管理技士会
下村　和生� 大分県土木施工管理技士会
河野　与一� 宮崎県土木施工管理技士会

一、 土木施工管理技士会の役員
　　（表彰規程第3条－基準2の（2）のロ）
草野　貴友� （一社）北海道土木施工管理技士会
中田　孔幸� （一社）北海道土木施工管理技士会
市橋　俊夫� （一社）北海道土木施工管理技士会
菅原　陽一� 岩手県土木施工管理技士会
菅原　　博� 宮城県土木施工管理技士会
森川　　学� 福島県土木施工管理技士会
関　　雅人� 福島県土木施工管理技士会
石川　裕之� 栃木県土木施工管理技士会
岡村　昌仁� 栃木県土木施工管理技士会
鈴木　光由� 埼玉県土木施工管理技士会
小賀野真弘� 埼玉県土木施工管理技士会
菅谷　崇範� 千葉県土木施工管理技士会
古谷　秀一� 千葉県土木施工管理技士会
坂田　真一� 東京土木施工管理技士会
小柳　卓蔵� 新潟県土木施工管理技士会
高橋　伸幸� 新潟県土木施工管理技士会
川合　直人� 富山県土木施工管理技士会
日詰　　篤� 富山県土木施工管理技士会
高塚　　慎� 石川県土木施工管理技士会
山下　寿成� 石川県土木施工管理技士会
小林　俊司� 長野県土木施工管理技士会
黒河内勇雄� 長野県土木施工管理技士会
岩崎　保美� （一社）静岡県土木施工管理技士会
兼岩　　孝� 愛知県土木施工管理技士会
岡田　良太 � 三重県土木施工管理技士会
田村　賴一� 三重県土木施工管理技士会
石田　　猛� （一社）滋賀県土木施工管理技士会
石田　幸隆� （一社）滋賀県土木施工管理技士会
三輪　泰之� 京都府土木施工管理技士会
渡辺　裕昭� 京都府土木施工管理技士会
森　　重敬� 京都府土木施工管理技士会
上原　茂樹� 兵庫県土木施工管理技士会
増田　裕成� 兵庫県土木施工管理技士会
檜尾　洋希� 奈良県土木施工管理技士会
髙力　久美� （一社）鳥取県土木施工管理技士会
松本　　明� （一社）鳥取県土木施工管理技士会
金田　隆徳� 島根県土木施工管理技士会
岡本　弘之� 広島県土木施工管理技士会
新岡　達哉� 広島県土木施工管理技士会
天野景一朗� 広島県土木施工管理技士会
飛原　　尊� 広島県土木施工管理技士会
後藤　隆之� 山口県土木施工管理技士会
木原　　誠� 山口県土木施工管理技士会
武田　　正� 徳島県土木施工管理技士会
岡本　朋大� 徳島県土木施工管理技士会
髙岸　昂右� 香川県土木施工管理技士会
河井　　淳� 香川県土木施工管理技士会
野中　正博　� 佐賀県土木施工管理技士会
西元　伸也� 佐賀県土木施工管理技士会
富永　政巳� 長崎県土木施工管理技士会
岡山　　修� 長崎県土木施工管理技士会
渡辺　隆次� 大分県土木施工管理技士会
長友　俊美� 宮崎県土木施工管理技士会

藤川　正守� 宮崎県土木施工管理技士会

一、 土木施工管理技士会の職員（事務局長を除く）
　　（表彰規程第3条－基準2の（2）のニ）
村井久美子� 栃木県土木施工管理技士会
境野亜希子� 群馬県土木施工管理技士会
松澤　朱美� 新潟県土木施工管理技士会
齋藤　博幸� 新潟県土木施工管理技士会
石渡　美紀� （一社）静岡県土木施工管理技士会
池田久美子� 島根県土木施工管理技士会
岩﨑真由美� 島根県土木施工管理技士会
中村紀代香� 福岡県土木施工管理技士会
船津　美香� 大分県土木施工管理技士会
日高美貴子� 大分県土木施工管理技士会
浜本　和樹� 宮崎県土木施工管理技士会

一、 優良工事従事技術者
　　（表彰規程第4条第2号）
樋渡　祐二� （一社）北海道土木施工管理技士会
斉藤　孝明� （一社）北海道土木施工管理技士会
近藤　　隆　� （一社）北海道土木施工管理技士会
向敷　　純� （一社）北海道土木施工管理技士会
南出　勇人� （一社）北海道土木施工管理技士会
三森　雅弘� （一社）北海道土木施工管理技士会
関谷　賢治� （一社）北海道土木施工管理技士会
関口　二郎　� （一社）北海道土木施工管理技士会
松田　勝則� （一社）北海道土木施工管理技士会
藤原　孝浩　� （一社）北海道土木施工管理技士会
青木　顕紀� （一社）北海道土木施工管理技士会
田中　英法� 青森県土木施工管理技士会
八木澤正祥� 青森県土木施工管理技士会
堰合　　啓� 青森県土木施工管理技士会
小寺　孝行� 青森県土木施工管理技士会
高橋　一士� 岩手県土木施工管理技士会
小澤　進哉� 岩手県土木施工管理技士会
米倉　賢治� 岩手県土木施工管理技士会
畠山　美昭� 岩手県土木施工管理技士会
清野　明俊� 宮城県土木施工管理技士会
佐藤　貴宏� 宮城県土木施工管理技士会
下山　明克� 宮城県土木施工管理技士会
大友　昭芳� 宮城県土木施工管理技士会
加藤　徳仁� 宮城県土木施工管理技士会
佐伯　美空� 秋田県土木施工管理技士会
工藤　幸徳� 秋田県土木施工管理技士会
相沢　琉成� 秋田県土木施工管理技士会
齋藤　泰徳� 秋田県土木施工管理技士会
長澤　高典� 山形県土木施工管理技士会
渡邊　裕之� 山形県土木施工管理技士会
齋藤　常雄� 山形県土木施工管理技士会
池田　　淳� 山形県土木施工管理技士会
三浦　秀之� 福島県土木施工管理技士会
長井　勇一� 福島県土木施工管理技士会
平子　隆行� 福島県土木施工管理技士会
橋本　将一� 茨城県土木施工管理技士会
黒須　康弘� 栃木県土木施工管理技士会
須藤　秀和� 栃木県土木施工管理技士会
関口　淳史� 栃木県土木施工管理技士会
小菅　雅之� 群馬県土木施工管理技士会
本戸　　昭� 群馬県土木施工管理技士会
髙橋　　亮� 埼玉県土木施工管理技士会
佐藤　雄基� 埼玉県土木施工管理技士会
小櫃　　朗� 埼玉県土木施工管理技士会
根本　篤志� 千葉県土木施工管理技士会
北浦　孝則� 千葉県土木施工管理技士会
大畠　健彰� 千葉県土木施工管理技士会
橋立　直寛� 千葉県土木施工管理技士会
田村弘一郎 � 東京土木施工管理技士会
渡辺健太郎� 東京土木施工管理技士会
手島　秀典� 東京土木施工管理技士会
三好　隼矢� 東京土木施工管理技士会
高橋　恵介� 東京土木施工管理技士会
山田　優樹� 東京土木施工管理技士会
坂本　卓大� 東京土木施工管理技士会
西山　卓朗� 東京土木施工管理技士会
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木村　誉哉� 東京土木施工管理技士会
中村　慶克� 東京土木施工管理技士会
森　　高章　� 東京土木施工管理技士会
伊藤　悠樹� 東京土木施工管理技士会
原　　公次� 神奈川県土木施工管理技士会
髙橋　　満� 神奈川県土木施工管理技士会
松尾　和宏� 新潟県土木施工管理技士会
藤井　和巳� 新潟県土木施工管理技士会
寺澤　　毅� 新潟県土木施工管理技士会
中山　敏明� 新潟県土木施工管理技士会
上野　伸一� 新潟県土木施工管理技士会
内山　　稔� 新潟県土木施工管理技士会
川上　康弘� 新潟県土木施工管理技士会
小西　弘人� 新潟県土木施工管理技士会
橋本　直貴� 富山県土木施工管理技士会
池崎　高峰　� 富山県土木施工管理技士会
橋本　謙一� 富山県土木施工管理技士会
川元　　渉� 石川県土木施工管理技士会
沢田　貴志� 石川県土木施工管理技士会
松村　隆行� 石川県土木施工管理技士会
吉竹　真人� 福井県土木施工管理技士会
牧　　紀宏� 福井県土木施工管理技士会
長﨑　耕治� 福井県土木施工管理技士会
梅田　俊和� 福井県土木施工管理技士会
宮坂　　悟� 山梨県土木施工管理技士会
笠井　秀親　� 山梨県土木施工管理技士会
坂本　　学� 山梨県土木施工管理技士会
林　　秀直� 長野県土木施工管理技士会
渋谷　竜治� 長野県土木施工管理技士会
堀内　圭一� 長野県土木施工管理技士会
森　　勇二� 長野県土木施工管理技士会
山﨑　和幸� 長野県土木施工管理技士会
守屋　　正� 長野県土木施工管理技士会
渡邉　典文� 岐阜県土木施工管理技士会
小森　敦司� 岐阜県土木施工管理技士会
山口　　悟� 岐阜県土木施工管理技士会
長谷川　薫� 岐阜県土木施工管理技士会
後藤　敏彦� 岐阜県土木施工管理技士会
西本　佳広� 岐阜県土木施工管理技士会
髙村　泰佑� （一社）静岡県土木施工管理技士会
鈴木　規彦� （一社）静岡県土木施工管理技士会
伏見　大助� （一社）静岡県土木施工管理技士会
石原　哲哉� （一社）静岡県土木施工管理技士会
鈴木　規仁� （一社）静岡県土木施工管理技士会
松本　博文� （一社）静岡県土木施工管理技士会
中根　卓哉� 愛知県土木施工管理技士会
石川　正樹� 愛知県土木施工管理技士会
石井　邦治� 愛知県土木施工管理技士会
糟谷　　満� 愛知県土木施工管理技士会
保田　拓司� 愛知県土木施工管理技士会
戸崎　大輔� 愛知県土木施工管理技士会
中西　伸弘� 三重県土木施工管理技士会
樋口　雄介� 三重県土木施工管理技士会
嶋田　貴志� 三重県土木施工管理技士会
樋口　友弥� 三重県土木施工管理技士会
丹所　　昇� 三重県土木施工管理技士会
厳　　　正� 三重県土木施工管理技士会
藤掛　竜也� （一社）滋賀県土木施工管理技士会
八田　大蔵� （一社）滋賀県土木施工管理技士会
石田　幸隆� （一社）滋賀県土木施工管理技士会
前原　和史� 兵庫県土木施工管理技士会
藤原　政浩� 兵庫県土木施工管理技士会
山﨑　まき� 兵庫県土木施工管理技士会
八木　利治� 兵庫県土木施工管理技士会
中野　大貴� 兵庫県土木施工管理技士会
山下　恵史　� 奈良県土木施工管理技士会
松本　佳孝� 奈良県土木施工管理技士会
中村　　明� （一社）鳥取県土木施工管理技士会
猪原　義樹� （一社）鳥取県土木施工管理技士会
音田　成明� （一社）鳥取県土木施工管理技士会
森里　昭彦� （一社）鳥取県土木施工管理技士会
井上　裕人� 島根県土木施工管理技士会
長谷川弘興� 島根県土木施工管理技士会
宮廻　邦生� 島根県土木施工管理技士会
小村　啓治� 島根県土木施工管理技士会
的場　健司� 島根県土木施工管理技士会
岡田　康平� 岡山県土木施工管理技士会
寺尾　直記� 岡山県土木施工管理技士会
白石　哲平� 岡山県土木施工管理技士会
築澤　和記� 岡山県土木施工管理技士会
阿瀨田吉朗� 広島県土木施工管理技士会
佐倉　勝利　� 広島県土木施工管理技士会
竹本　晃浩　� 広島県土木施工管理技士会
福本　臣起� 広島県土木施工管理技士会
中森　貴弘� 広島県土木施工管理技士会
中野　　仁　� 広島県土木施工管理技士会

西園　真吾　� 広島県土木施工管理技士会
田谷　和輝　� 広島県土木施工管理技士会
吉村　　隆� 山口県土木施工管理技士会
北條　秀和� 山口県土木施工管理技士会
南宮　　亮� 山口県土木施工管理技士会
岡　　将樹� 山口県土木施工管理技士会
江川　義信� 山口県土木施工管理技士会
淺原　　寛� 山口県土木施工管理技士会
脇坂　行弘� 徳島県土木施工管理技士会
山田　浩章� 徳島県土木施工管理技士会
赤瀧　　宏� 徳島県土木施工管理技士会
和佐　壽登� 徳島県土木施工管理技士会
大西　健司� 香川県土木施工管理技士会
柳生　翔平� 香川県土木施工管理技士会
蓮井　幸洋� 香川県土木施工管理技士会
川谷　清春� 香川県土木施工管理技士会
楠　　雄二� 愛媛県土木施工管理技士会
黒田　拓美� 愛媛県土木施工管理技士会
神野　　修� 愛媛県土木施工管理技士会
髙橋　　昭　� 愛媛県土木施工管理技士会
中平　栄二� 愛媛県土木施工管理技士会
松本　和弘� 愛媛県土木施工管理技士会
杉本　貴明� （公社）高知県土木施工管理技士会
片岡　道和� （公社）高知県土木施工管理技士会
森　　敬文� （公社）高知県土木施工管理技士会
中町　幸久� （公社）高知県土木施工管理技士会
小野川圭亮� （公社）高知県土木施工管理技士会
野﨑　英雄� （公社）高知県土木施工管理技士会
吉田　大嗣� 福岡県土木施工管理技士会
大庭　光政� 福岡県土木施工管理技士会
谷口　省悟� 福岡県土木施工管理技士会
中里　広大� 福岡県土木施工管理技士会
堀江　博文� 佐賀県土木施工管理技士会
高島　健一� 佐賀県土木施工管理技士会
樋口　準一� 佐賀県土木施工管理技士会
森上　泰弘� 佐賀県土木施工管理技士会
橋田　直也� 長崎県土木施工管理技士会
小浦　忠明� 長崎県土木施工管理技士会
堀島　浩治� 長崎県土木施工管理技士会
尾崎　征彰� 長崎県土木施工管理技士会
石橋　博之� 熊本県土木施工管理技士会
木村　高康� 熊本県土木施工管理技士会
田代　　悟� 熊本県土木施工管理技士会
高木　英久� 熊本県土木施工管理技士会
多田　雄志� 大分県土木施工管理技士会
矢須田生市� 大分県土木施工管理技士会
豊田　　周� 大分県土木施工管理技士会
山口　浩二� 大分県土木施工管理技士会
甲斐　　傑� 宮崎県土木施工管理技士会
守田　浩之� 宮崎県土木施工管理技士会
緒方　知弘� 宮崎県土木施工管理技士会
田中　秀伸� 宮崎県土木施工管理技士会
中尾　竜太� 宮崎県土木施工管理技士会
鶴留　俊二� 鹿児島県土木施工管理技士会
牧　　通徳� 鹿児島県土木施工管理技士会
高野　栄浩� 鹿児島県土木施工管理技士会
谷川　正一� 鹿児島県土木施工管理技士会
永井　隆寛� 鹿児島県土木施工管理技士会
松崎　真一� 鹿児島県土木施工管理技士会
原田　繁光� 沖縄県土木施工管理技士会
山内　正森� 沖縄県土木施工管理技士会
嘉数　　直� 沖縄県土木施工管理技士会
高良　武嗣� 沖縄県土木施工管理技士会
高須加　淳� 日本橋梁建設土木施工管理技士会
塚本　和志� 日本橋梁建設土木施工管理技士会
山本　一成� 日本橋梁建設土木施工管理技士会
戸田　智規� 日本橋梁建設土木施工管理技士会
吉川　昴純� 日本橋梁建設土木施工管理技士会
竹内　重人� 日本橋梁建設土木施工管理技士会
野田　義人� 日本橋梁建設土木施工管理技士会
金森　　悠� 日本橋梁建設土木施工管理技士会
加藤　　亮� 日本橋梁建設土木施工管理技士会

一、 社会奉仕の参加による受賞
　　（表彰規程第4条第3号）
堤　　紳哉� 岡山県土木施工管理技士会

一、 特別の功労者
　　（表彰規程第5条）
新沼　寛明 （一社）北海道土木施工管理技士会
間平　祐樹 （一社）北海道土木施工管理技士会
三浦　雅彦 神奈川県土木施工管理技士会
福原　真爾 広島県土木施工管理技士会
武石　和夫 日本橋梁建設土木施工管理技士会
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　日本の道路舗装は、その快適性や補修のしやすさか
ら約95％がアスファルト舗装です。アスファルト舗
装の寿命は一般的に10年程度とされ、傷んだ部分は
撤去して新しい舗装に敷き直します。この際、撤去し
た舗装（舗装発生材）はリサイクルされ、新たな舗装
用材料として利用されています。今回は、アスファル
ト舗装のリサイクルについて解説します。

■リサイクルの現状
　アスファルト舗装を撤去すると、アスファルトコン
クリート発生材（以下、アスコン塊）などの舗装発生
材が発生します。アスファルト舗装の普及にともな
い、舗装発生材の量も増加してきたため、昭和40年
代から舗装発生材のリサイクル技術の研究が進めら
れてきました。その結果、現在ではアスコン塊の約
99％がリサイクルされています（図－１）。

図－１　アスコン塊等の再資源化率の推移１）

　また、舗装にはアスコン塊だけでなく、セメントコ
ンクリート発生材（以下、コンクリート塊）や鉄鋼ス
ラグなど、他産業からの副産物も再利用されていま
す。特にコンクリート塊は主に建築工事で発生し、路
盤材として幅広く活用されています。

■リサイクルの流れ
　道路工事で発生したアスコン塊やコンクリート塊、

路盤発生材は、アスファルトプラントなどの中間処理
施設に運び込まれます。これらの発生材は、破砕や分
級といった処理を経て再生骨材に加工されます（図－
２）。この再生骨材は、再生路盤材や再生加熱アスファ
ルト混合物（以下、再生混合物）の素材として再利用
されます（図－３）。

図－２　再生骨材の製造プロセス２）

図－３　材料の流れ３）

■再生舗装用材料の種類
　近年、舗装用材料の多様化にともない、再生骨材の
種類と用途も広がっています（表－１）。再生舗装用材
料は以下の２種類に分類され、所要の品質を満たせば
新規材料のみを用いている場合と同等に扱われます。

（１）再生路盤材
　再生路盤材は、路盤発生材、コンクリート塊、アス
コン塊などから製造された再生骨材を単独もしくは

第9回　アスファルト舗装のリサイクル

アスファルト舗装のはなし

普段我々が何気なく利用している「道路」は様々な工学的知見に基づいて作られています。
本連載ではこの道路のうち特に「アスファルト舗装」に着目し、掘り下げていきます。

一般社団法人　日本道路建設業協会
技術政策等情報部会
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混合し、必要に応じて新規骨材や安定剤を加えて品
質を調整したものです。

（２）再生混合物
　再生混合物は、アスファルトコンクリート再生骨材
に新規骨材やフィラー、新アスファルト、再生用添加
剤などを加え、加熱混合して製造されます（図－４）。
アスファルト再生骨材にはアスファルト（旧アスファ
ルト）が付着していますが、長期供用により劣化して
硬化しています。このため、再生用添加剤を用いて
軟らかさを回復させ、品質を向上させます。
　旧アスファルトが過度に劣化したアスファルト再
生骨材については再生路盤材の素材として活用され
ます。

表－１　発生材と再生舗装用材料の種類３）

再生加熱ア
スファルト
混合物

再生改質ア
スファルト
混合物

再生ポーラ
スアスファ
ルト混合物

ストレート
アスファル
ト相当

ポリマー改
質アスファ
ルト相当
〔注1〕

ポリマー改
質アスファ
ルト相当
〔注2〕

アスファル
ト混合物

○ □ △ ○ ○ － ○

改質アス
ファルト混
合物

○ □ △ ○ ○ － ○

ポーラスア
スファルト
混合物

○ △ △ ○ ○ － ○

舗装発生材 － － － － ○ ○ ○

一般建設系
発生材

－ － － － ○ ○ ○

路盤発生材 粒状路盤材 － － － ○ ○ ○ ○

再生セメ
ント安定
処理路盤
材料，再
生石灰安
定処理路
盤材料

再生粒度
調整砕

石，再生
クラッ

シャラン

再生舗装用材料
の種類

発生材の種類

アスファルト
コンクリート
発生材

セメント
コンクリート
発生材

凡例 ○：本便覧で標準的な再生方法として示されているもの
□：一部の発注者において再生方法として示されているもの
△：試験施工等により再生方法の検討が進められているもの
－：適用が困難なもの

〔注１〕再生アスファルトをポリマー改質アスファルト相当に再生する場合は，旧アスファルトの性
状を確認するとともに，再生改質アスファルトの性状や再生改質アスファルト混合物の動的安定度，
疲労抵抗性などの各種混合物性状なども適宜確認した上で，適用性を判断するとよい。
〔注 2〕ポリマー改質アスファルトが使用された再生骨材の使用上の留意点については，「２－７－
５ 再生加熱アスファルト混合物の製造」を参照するとよい。

再生加熱アスファルト混合物 再生路盤材料

再生加熱
アスファ
ルト安定
処理路盤

材料

再生セメ
ント・瀝
青安定処
理路盤材

料

図－４　再生混合物の素材の概念３）

■ アスファルトコンクリート再生骨材
の配合率

　再生混合物の製造では、リサイクル推進の観点か
ら、アスファルトコンクリート再生骨材の配合率（骨
材中に占める再生骨材の割合）を10％以上とするこ
とが推奨されています。近年の全国平均配合率は約
50％に達しており、再生骨材の利用が進んでいます

（図－５）。

図－５　再生骨材配合率の推移１）

■再生混合物の出荷量
　図－６は再生混合物の出荷量の推移を示したもの
です。再生混合物の出荷量は1991年のリサイクル法
施行を契機に増加し、1998年には新規アスファルト
混合物の出荷量を上回りました。現在では再生混合物
が全体の約75％を占めています。
　これらの実績は、アスファルト舗装の持続可能性を
高めるだけでなく、廃棄物削減や資源循環にも大きく
寄与しています。今後も、さらなるリサイクル技術の
進化が期待されます。

図－６　再生混合物の出荷量の推移１）

【参考文献】
１）（国研）土木研究所、土木研究所講演会資料、
　　 https://www.pwri.go.jp/jpn/about/pr/event/2019/1016/
pdf/kouen9.pdf

２）  （一社）日本アスファルト協会、入門講座、http://askyo.jp/
knowledge/07-2.html

３） （公社）日本道路協会、舗装再生便覧（令和６年版）
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１．はじめに

　本工事は新潟県の豪雪地帯である南魚沼郡湯沢
町の延長13.1kmに及ぶ国道17号の除雪作業であ
る。過去５年平均の累計降雪量は1595cm、同最
大積雪深は272cmと路線上で最も降雪量が多くな
る標高330m～ 710mの区間での作業となる。
工事概要
⑴　工 事 名：R５湯沢工区除雪作業
⑵　発 注 者：国土交通省長岡国道事務所
⑶　工事場所：�新潟県南魚沼郡湯沢町貝掛～

南魚沼郡湯沢町湯沢字中島川原
⑷　工　　期：�令和５年10月１日～

令和６年３月31日
表－１　累計降雪量と最大積雪深

三俣（H=630m） 過去５年平均 令和５年度
累計降雪量 1595cm 443cm
最大積雪深 272cm 153cm

（北陸地方整備局の観測データより）

図－１　除雪状況

新潟県土木施工管理技士会
株式会社森下組

　森下　真朋（常務取締役）

２．現場における課題・問題点

　除雪作業において排雪作業は欠かせないもので
あるが、排雪作業の問題点として堆雪をバックホ
ウで掻き出すときに既存の構造物を壊してしまう
可能性が上げられる。これまでの対策は降雪前に
路線のビデオ撮影を行ったり、googleマップのス
トリートビュー機能を使用したりして既存構造物
の位置確認を行っていた。その場所での排雪に慣
れているオペレーターであれば、どこにどんな構
造物が埋まっているか感覚的にわかっているが、
初めてその場所で排雪を行うオペレーターは作業
も慎重になり作業スピードも遅くなる。場合に
よっては既存構造物を破損させてしまうことも考
えられた。また、作業員の高齢化によりオペレー
ターの確保も難しくなっていく中、除雪技術の継
承には時間がかかり、誰でも排雪に対応できるよ
うにする必要があり、世代交代を早急に進めたい
思いがあった。

３．対応策・工夫・改善点と適用結果

①　排雪箇所の３次元点群化
　今回の対象箇所は擁壁とせり出し防止柵が設置
された区間となる。地上レーザースキャナ「GLS-
2000」を使用して排雪箇所の現況構造物の３次元
点群化を行った。対象箇所は延長130mであったた
め、対象範囲を囲うように４点基準点を設け、測
定は後方交会で２箇所から行った。基準点は標高
だけベンチマークから計測し、X、Yは現場のロー

第29回土木施工管理技術報告　最優秀賞

現況構造物の3D化とICTバックホウによる
排雪作業
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カル座標とした。（現場近くに基準点がなく、後で
行うローカライゼーションで対応できるため）

図－２　点群データと断面抽出

②　３次元点群から3Dモデルの作成
　点群のままではICTバックホウで使用できない
ため、面データに変換する必要がある。手順とし
ては点群処理ソフトに測定した点群を取り込み
後、現道上に中心線を任意に設置し、５mピッチ
で断面を取得するほか、擁壁の横断変化点でも断
面を取得する。続いて取得した断面の特異点（擁
壁の肩や勾配変化点など）を抽出し断面の点を減
らし簡素化する。この簡素化した断面と任意設置
した中心線データを3Dモデル作成ソフトに取り
込み、面データを作成する。

図－３　３Dモデル

③　ローカライゼーションとデータ取り込み
　GNSSを使用し、現地座標のローカライゼーショ
ンを行う。現地の擁壁にはアンカーが施工されて
いるため、作業時には40cmオフセットさせる。

図－４　擁壁のアンカーキャップ

④　ICTバックホウでの排雪作業
　ICTバックホウは0.25㎥のレトロフィット（後
付けマシンガイダンス機）で行った。令和５年度
は例年よりも降雪量が少なかったが（累計降雪量
443cm）、オフセット面の誤差も５cm程度となり、
経験の浅いオペレーターでも構造物を破損するこ
と無く作業を終えることができた。

図－５　ICTバックホウ作業状況

図－６　オフセット量とバケット位置の実測

４．おわりに

　ICTバックホウでの排雪で難しかった点を上げ
ると、バケットの形状やブームの長さを変更する
と、その都度キャリブレーションを行わなくては
ならない点が上げられる。また、調整基準点の設
置場所にも注意しなければならない。車道に近く
配置しすぎれば除雪の際に亡失してしまうし、逆
に路肩に寄りすぎれば堆雪の中に埋もれてしまう
（今回の作業では路肩に寄りすぎたため、基準点
の確認に時間を要した）。
　今後は３次元化する範囲を広げ、全工区にひろ
げていきたいと考える。理想としてはガードレー
ルなどの附属構造物なども面データ化できれば排
雪作業中の構造物の破損も少なくできるが、点群
から面データを作成する手順を効率化しないと難
しいと感じた。
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□技士会概要

　当技士会は、土木施工管理技士の地位と施工技
術の確保と向上に努め、社会資本の整備に貢献
し、会員の社会的地位の向上、施工技術の維持・
発展、土木施工管理に関する情報・資料の提供を
行い、技術力向上に積極的な会員に多くのCPDS
ユニット取得の機会を提供しています。

□現場見学会・意見交換会

　毎年会員技士を対象として現場見学会及び見学
会参加技士等による意見交換会を実施しています。
　令和６年度は、日本海沿岸東北自動車道「遊佐
象潟道路」工事及び「最上川下流河道掘削」工事
の現場を視察した。

　現場視察後は、山形県酒田市内において、会員
技士による意見交換会を実施し、働き方改革、建
設DXなど生産性向上への取り組み及び土木技術
の確保・育成について熱い議論を交わした。

□土木技術奨励賞

　建設産業界における担い手確保に向けた取り組
みとして、2000年度から若手技術者を表彰する
「土木技術奨励賞」を毎年「土木の日（11月18日）」
に実施しています。
　応募資格は、宮城県建設業協会（県内に本社を
有する）に所属する地元建設会社等に勤務する40
歳未満の若手技術者で、「論文の部」及び「施工
の部」で募集を行い、表彰式、論文発表会及び受
賞者意見交換会を開催しています。

　また、５年に１回「記念特別賞」を実施してお
り、2024年度で第25回目となる今回は、第１回か
ら第24回までの最優秀賞及び優秀賞受賞者を対象
とした「25周年記念特別賞」の募集も併せて行
い、表彰しています。

土木技術奨励賞選考委員会委員と「25周年記念特別賞」
受賞者との記念撮影

（2024年11月18日 パレスへいあん）

　表彰式終了後、選考委員会委員を交え、受賞者
同士の初の交流会を開き、技士が抱える問題や技
術的な意見交換、コミュニケーションを図り、親
睦を深めました。

□おわりに

　技術力向上等に積極的に取り組む会員技士の
CPDSユニット取得の機会を数多く提供するため、
会員技士のニーズ・要望に応えられるよう講習会
や現場見学会・意見交換会等の企画を行い、今後
も引き続き毎月１回以上のペースで実施し、ユ
ニットの付与に努めたい。

宮城県 土木施工管理技士会
宮城県の花▶ミヤギノハギ
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□京都府技士会の概況

　1992年設立の当技士会は、現在は、約1331名
（ピーク時：平成24年度　1382名）の会員の皆様に
支えられています。技術者の『土木施工管理技士
の社会的地位及び建設工事の適正な実施に必要な
専門の知識、並びにその能力の向上に努め、もって
会員の利益と公共の福祉に寄与する』ことを目的に、
講習会をはじめ様々な活動を展開しております。

□技士会活動

（１）定期講座
　当技士会では、現場の最前線でご活躍される会
員技術者のスキルアップを目的とした講習会「定
期講座」を、年４～５回ほど実施しております。
当初はコロナ対策の為にWEB上で実施した講座
でしたが、南北に長い地形の京都では、対面講座
では遠方の受講者にとっては時間の拘束や交通費
の面で不便であった為、移動せずとも、講義をラ
イブ受講できるWEB定期講座は、多数の会員様
に好評をいただいております。また、１講座毎に
アンケート調査を実施し、調査結果に応じて、講
習内容や実施時期を調整しております。現在で
は、講習形態を午前と午後の二部制で実施する事
により、現場に従事される技術者の方々にとって
受講し易い環境に努めました。

（２）近畿地区ブロック連絡協議会
　近畿地方整備局長をはじめとする発注局幹部と、
近畿７府県（福井、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈
良、和歌山）との意見交換会を毎年実施し、現場
からの要望等、技術的な提案テーマを中心に、意
見交換を実施しております。昨年度は、当技士会
からも現場に従事されている技術者からの声を吸
い上げ、「補強土壁工（テールアルメ）施工につい
て」と「超速硬コンクリートの品質管理について」
をテーマとして意見交換をさせていただきました。

（３）現場見学会
　我が国、日本におきましては、台風、大雨、大

雪、洪水、土砂災害、地震、津波、火山噴火など
の自然災害が発生しやすい国土である為、自然災
害における復旧・復興状況を調査すべく、土木施
工管理技術に関する研究・収集の一環として土木
施工に密接な関わりのある構造物を見学・調査、
又は、有識者方との意見交換を介する事によっ
て、専門的知識を深め、日々の建設工事に活かし
てより良い構造物を構築する事を目指し現場見学
会事業に取り組んでおります。昨年度は、石川県
土木施工管理技士会様に能登半島大震災における
復旧復興工事について、ご苦労された点等につい
てお聞かせいただきました。

《意見交換会》
（石川県土木施工管理技士会様との意見交換会）

《災害現場見学》
（福島県相馬港湾視察）（京都府福知山谷河川砂防視察）

□京都の魅力

　京都府は南北に長く、山地と盆地が特徴的な地
形です。北部には日本海に面した狭い平野と山地
が、中央部には広い山地域（丹波高地）が、南部
には京都盆地が広がります。また、京都は、清水寺
や金閣寺などのユネスコ世界文化遺産に登録され
た寺社仏閣が数多くあります。また、琵琶湖疏水の
施設の一部が近代の土木構造物としては初めて国
宝指定されました。琵琶湖疏水は現在も市民の飲
み水の大部分を供給する施設ですが、京都は現役
で活躍する文化財があることも魅力のひとつです。

京都府 土木施工管理技士会
京都府の花▶しだれ桜
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会場コース
会場参加型講習会

図書のご購入は、取り扱い団体・お近くの書店・当研究所HPからご注文ください。Amazon、楽天ブックス、e-hon等のオンラインサービスからもご購入可能です。

・同じ目標をもつ受講者と一緒に受講できる
・疑問をその場で講師に確認できる
・短期間で重要ポイントの対策ができる

・単元ごとに視聴でき学習計画を立てやすい
・スマートフォンでも視聴可能
・繰り返し視聴できて聞き漏らしもなし

Point Point

（一財）地域開発研究所では、施工管理技士を目指す方を受検験講習会、参考図書でサポートし、
約半世紀にわたりたくさんの合格者を輩出してきました。

土木施工管理技士 合格をサポート！
令和７年度 技術検定に対応

Webコース
動画配信型講習会

参考図書 好評発売中！

選べる受講スタイル！ ダブル受講も可能
受検講習会 申込受付中！

「会場＋Web」の“ダブル受講”で効果倍増！

&“Webテストサービス”で弱点克服！
※

※ 第一次検定対策で「過去問トレーニング」と「実力テスト（１級第一次コースのみ対応）」が受検できるサービス。（無料）

一般財団法人 地域開発研究所
東京都文京区関口1-47-12　江戸川橋ビル

TEL

URL

開催日や受講料など詳細は当研究所ホームページでご案内しています。

03-3235-3601
https://www.ias.or.jp/



編集・発行
一般社団法人　全国土木施工管理技士会連合会
Japan�Federation�of�Construction
Management�Engineers�Associations（JCM）
〒102-0076�東京都千代田区五番町6-2ホーマットホライゾンビル1階
TEL.�03-3262-7421（代表）　FAX.�03-3262-7420
https://www.ejcm.or.jp/

REPORT

印刷
第一資料印刷株式会社
〒162-0818�東京都新宿区築地町8-7
TEL.�03-3267-8211（代表）

Vol.�34　No.�4　2025.�7
2025年７月１日　発行
（隔月1回1日発行）



一般社団法人　全国土木施工管理技士会連合会

REPORT

一般社団法人 全国土木施工管理技士会連合会
Japan Federation of Construction Management Engineers Associations（JCM）

電話（代表）03-3262-7421 / FAX03-3262-7420　https://www.ejcm.or.jp

国土交通大臣登録講習実施機関（大臣登録：平成16年7月30日付・登録番号5）

定価220円 （本体200円＋税10％）
（会員の購読料は会費の中に含む）

2025  JULY  Vol.34 N
o.4講　習　日　程

技士会の技士会の監理技術者講習監理技術者講習
～経験豊かな地元講師による対面講習～～経験豊かな地元講師による対面講習～

学習履歴（CPDSユニット）の自動登録学習履歴（CPDSユニット）の自動登録
　�　継続学習制度（CPDS）の学習履歴（CPDSユニット）登録を希望する方は、自動で登録されるので　�　継続学習制度（CPDS）の学習履歴（CPDSユニット）登録を希望する方は、自動で登録されるので
手続きは不要です。ただし、学習履歴登録は、CPDSに加入している必要があります。手続きは不要です。ただし、学習履歴登録は、CPDSに加入している必要があります。
　　講習修了者は、12ユニット取得できます。ただし、状況により取得できない場合があります。　　講習修了者は、12ユニット取得できます。ただし、状況により取得できない場合があります。

監理技術者講習の有効期間監理技術者講習の有効期間
　　監理技術者講習の有効期間は、受講した日から５年後の年の12月31日までです。　　監理技術者講習の有効期間は、受講した日から５年後の年の12月31日までです。
　�　有効期間を更新される方は、有効期限を迎える年のいつ受講しても有効期限は、5年後の年の12月31日まで　�　有効期間を更新される方は、有効期限を迎える年のいつ受講しても有効期限は、5年後の年の12月31日まで
です。早めに受講されることをお勧めします。です。早めに受講されることをお勧めします。

お申込みはホームページから　https://www.ejcm.or.jp/training/
郵送申込み用紙もダウンロードできます

講習地 講習日

北海道

札 幌

令和７年11月14日㈮

令和７年12月12日㈮

令和８年２月13日㈮

令和８年３月６日㈮

旭 川 令和８年１月23日㈮

帯 広
令和７年11月21日㈮

令和８年２月６日㈮

栃 木 宇都宮
令和７年11月26日㈬

令和８年３月６日㈮

東 京 東 京

令和７年７月11日㈮

令和７年９月19日㈮

令和７年11月14日㈮

新 潟 新  潟
令和７年９月10日㈬

令和７年12月10日㈬

福 井 福 井 令和７年11月11日㈫

講習地 講習日

山 梨 甲 府

令和７年７月９日㈬

令和７年12月10日㈬

令和８年２月18日㈬

愛 知 名古屋
令和７年７月10日㈭

令和７年12月11日㈭

鳥 取
米 子 令和７年９月11日㈭

鳥 取 令和７年12月４日㈭

岡 山 岡 山
令和７年９月18日㈭

令和８年２月27日㈮

広 島
広 島

令和７年９月５日㈮

令和７年10月15日㈬

福 山 令和７年10月３日㈮

山 口 山 口 令和７年７月23日㈬

講習地 講習日

徳 島 徳 島 令和７年11月８日㈯

香 川 高 松
令和７年８月27日㈬

令和７年11月26日㈬

愛 媛
松 山

令和７年８月26日㈫

令和７年10月９日㈭

宇和島 令和７年７月11日㈮

高 知 高 知

令和７年７月23日㈬

令和７年９月24日㈬

令和７年12月３日㈬

令和８年２月５日㈭

宮 崎
宮 崎

令和７年８月22日㈮

令和７年11月20日㈭

都 城 令和７年10月16日㈭




